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   運営委員会だより        運営委員 平井 敏久 

秋の夜長に響き渡る‘虫の音’。なんと外

国人には聴こえないと言うのです。（南太平

洋のポリネシア地域の先住民の言葉は除く。

日本語同様母音を主体に出来ているため。

他にもあるかもしれません。）これはムシで

きませんねー。この不思議な現象を発見し

たのは、角田忠信という医学博士です。博士

によると、この現象には「母音」が深く関係

しているとのことです。つまり、日本語は

「ン」以外、a i u e o ka ki ku ke ko のよ

うに、あいうえおの母音が必ず付いていま

す。このように、日本語は母音主体なので、

日本人は母音を頼りに聴き分けているので

す。  

母音は声帯振動だけで出す自然体の音な

ので、自然の音に近いのです。母音と自然界

の音は、素直な低めの音で周波数も同じ低

い領域にあります。自然物から単純な振動

だけで出される虫の声も、母音とかなり似

た音の波形をしています。この低い領域に

感度を合わせて聴き分けるため、日本人は

母音の音に非常に敏感なのです。それに対

し、日本語以外の言葉は、ほとんどが高い周  

波数の子音が主体なので、外国人はこれを   

頼りに言葉を聴き分け、子音だけが左脳（言

語脳）に入ってきます。   

次は脳との関係ですが、日本人の場合、母

音によく似た自然界の音は全て、言葉理解

の役割を担う左脳（言語脳）に取り込まれて

いきます。一方外国人にとって、母音や自然

界の音は、音の波形や周波数が違うので、言

葉を理解する左脳には入らず、雑音や音楽

の処理を司る右脳へ入ってしまうのです。  

日本人は虫の声を、「言葉と同じ扱い」を

し，左脳で認識するため、感度よく捉えるこ

とができるのです。一方外国人は、虫の声を

言葉とは捉えずに「雑音扱い」して右脳の方

で処理しています。従って左脳に入らず、聴

こえないのです。日本独特の文化も、母音と

左脳のなせる業のようです。興味のある方

には、角田忠信著「日本人の脳」「続日本人

の脳」（大修館）、沢木真也著「日本人しか持

たない能力」（文芸社）がお勧めです。  

 特に沢木氏の本は、日本人と外国人の比

較、韓国と日本の比較、日本人のルーツ、日

本の道筋など、広範囲にわたって日本人の

謎解きが展開されています。秋だけにスト

ンと fall するかも・・・。

 

 
 

１０月２０日（土）１１時～     ３色パステルアート寺子屋（フォーラム） 

１１月０２日（金）１３時～    スダジイ楽書会（フォーラム） 

１１月１６日（金）１３時～    スダジイ楽書会（フォーラム）     

１１月３０日（金）１４時３０分～ 原発と自然エネルギー部会（フォーラム） 

１１月１０日（土）１１時～ １３時３０分～ ３色パステルアート寺子屋（フォーラム） 

１１月２４日（土）１４時～１７時 近現代史ゼミ（前橋市総合福祉会館） 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な予定  
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